
 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
名
浜
港
は
、
古
く
は
漁
港
と
し
て
利
用
さ
れ
な
が
ら
、

磐
城
各
藩
の
納
付
米
の
積
出
港
と
し
て
基
礎
が
築
か
れ
ま

し
た
。
幕
末
に
弥
勒
沢
（
現
い
わ
き
市
内
郷
白
水
町
）
で
石

炭
が
発
見
さ
れ
、
炭
鉱
会
社
に
よ
る
採
掘
が
本
格
化
す
る
と

一
八
八
七
年
（
明
治
20
年
）
に
小
名
浜
港
（
現
漁
港
区
の
東

側
辺
り
）
に
石
炭
用
桟
橋
が
作
ら
れ
、
常
磐
地
区
か
ら
馬
車

鉄
道
で
運
ば
れ
て
き
た
石
炭
を
桟
橋
か
ら
艀
（
は
し
け
）
に

積
み
替
え
て
本
船
に
積
み
込
ん
だ
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
１
、
２
】
し
か
し
な
が
ら
、
海
上
輸
送
は
気
象
に
左

右
さ
れ
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
八
九
七
年
（
明

治
30
年
）
の
日
本
鉄
道
磐
城
線
（
現
常
磐
線
）
開
通
に
よ
り

石
炭
輸
送
は
鉄
道
輸
送
に
切
り
替
わ
り
、
小
名
浜
港
の
石
炭

取
扱
い
が
激
減
、
再
び
漁
港
の
姿
に
戻
り
ま
す
。 

 
こ
の
苦
難
に
対
応
す
る
た
め
小
名
浜
町
民
が
一
丸
と
な

り
、
新
時
代
の
港
づ
く
り
に
向
け
て
築
港
運
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
当
時
、
漁
船
も
動
力
化

さ
れ
大
型
化
が
進
み
、
従
来
の
砂
浜
で
の
水
揚
げ
か
ら
漁
船

が
接
岸
で
き
る
岸
壁
の
整
備
を
求
め
ら
れ
、
一
九
一
八
年

（
大
正
７
年
）
に
県
営
直
轄
事
業
と
し
て
小
名
浜
漁
港
修
築

工
事
に
着
手
、
一
九
二
三
年
（
大
正
12
年
）
５
月
に
完
成
し

ま
し
た
。（
現
在
の
漁
港
区
の
ベ
ー
ス
と
な
る
整
備
） 

   

                  

同
年
９
月
に
関
東
大
震
災
が
発
生
す
る
と
鉄
道
輸
送

が
混
乱
し
、
鉄
道
運
賃
の
値
上
げ
も
相
ま
っ
て
北
海
道
、

九
州
か
ら
の
海
上
輸
送
よ
り
も
常
磐
炭
が
割
高
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
地
元
の
有
志
や
炭
鉱
経
営
者
ら
が
中
心
と

な
り
、
大
型
船
が
利
用
可
能
な
岸
壁
を
有
す
る
商
港
の

整
備
機
運
が
一
気
に
高
ま
り
ま
す
。 

 

一
九
二
七
年
（
昭
和
２
年
）
に
小
名
浜
港
が
第
２
種
重

要
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
二
九
年（
昭
和
４
年
）

に
は
、
小
名
浜
港
商
港
修
築
第
一
期
工
事
が
６
カ
年
計
画

で
決
定
さ
れ
ま
す
。
本
工
事
は
、
国
の
直
轄
事
業
と
し
て

施
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
小
名
浜
商
港
の
起
工
式
が
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。【
写
真
３
】
当
日
は
、
県
内

の
タ
ク
シ
ー
の
ほ
と
ん
ど
と
思
わ
れ
る
50
台
の
車
両
が

集
結
し
、
来
賓
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
政
権
交
代
に
よ
る
国
政
の
混
乱
や
緊
縮
財

政
な
ど
が
重
な
り
、
小
名
浜
商
港
の
予
算
は
大
幅
削
減

を
通
告
さ
れ
、
事
実
上
の
工
事
中
止
が
決
定
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。 
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こ
れ
に
対
し
地
元
有
志
に
よ
り
「
小
名
浜
港
修
築
継

続
祈
願
団
」
が
結
成
さ
れ
、
常
磐
線
で
上
京
し
た
一
団

が
羽
織
袴
に
白
だ
す
き
を
か
け
明
治
神
宮
参
拝
後
に
、

内
務
省
、
大
蔵
省
に
対
し
て
予
算
復
活
の
陳
情
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
当
時
の
小
名
浜
町
民
約
八
千
人
の
う
ち

陳
情
者
の
数
は
総
括
責
任
者
の
小
野
晋
平
氏
ら
２
１

７
名
（
１
１
５
名
と
も
）
に
上
り
ま
し
た
。（
こ
れ
が
小

名
浜
港
の
歴
史
に
た
び
た
び
登
場
す
る
「
白
だ
す
き
隊

の
陳
情
」
と
呼
ば
れ
る
事
案
で
す
。） 

 

こ
の
当
時
、
大
人
数
に
よ
る
陳
情
行
動
は
、
反
政
府

運
動
と
も
受
け
止
め
ら
れ
か
ね
ず
、
参
加
者
は
相
当
の

覚
悟
の
上
で
の
行
動
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

上
京
の
際
に
は
当
局
の
目
を
の
が
れ
る
た
め
植
田
、
泉
、

勿
来
、
平
、
湯
本
な
ど
の
駅
か
ら
分
散
し
て
常
磐
線
に

乗
り
込
み
、
上
京
後
も
宿
を
分
散
す
る
な
ど
計
画
的
に

慎
重
な
行
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。 

              

 

こ
の
陳
情
の
甲
斐
も
あ
り
予
算
が
復
活
し
、
当
初
の
計

画
か
ら
３
年
遅
れ
の
一
九
三
八
年
（
昭
和
13
年
）
に
商
港

第
１
期
（
三
千
ｔ
岸
壁
２
バ
ー
ス:

現
１
号
ふ
頭
）
が
完
成

し
た
こ
と
で
、
石
炭
の
海
上
輸
送
が
復
活
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
17
年
）
に
は
商
港
第
２

期
工
事
に
着
手
、
戦
争
で
一
時
中
断
す
る
も
一
九
四
八
年

（
昭
和
23
年
）
に
工
事
は
再
開
さ
れ
ま
す
。 

 

終
戦
直
後
の
国
の
方
針
は
食
糧
増
産
で
あ
り
、
そ
の
一

貫
で
漁
獲
高
を
上
げ
る
た
め
に
、
漁
港
区
の
前
面
に
小
規

模
な
防
波
堤
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
戦
後
の
資

材
不
足
の
中
、
旧
海
軍
軍
艦
を
利
用
し
た
沈
船
防
波
堤
が

検
討
さ
れ
、
小
名
浜
港
漁
港
区
と
１
号
ふ
頭
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
駆
逐
艦
「
澤
風
（
さ
わ
か
ぜ
）」
と
「
汐
風
（
し
お

か
ぜ
）」
が
防
波
堤
と
し
て
沈
め
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
澤
風
は
漁
港
区
の
改
良
工
事
に
伴
い
撤
去
さ
れ
ま
し

た
が
、
汐
風
は
道
の
駅
「
い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」
の

南
側
で
護
岸
の
一
部
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。 

 

一
九
五
一
年
（
昭
和
26
年
）
に
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
、

一
九
五
二
年
（
昭
和
27
年
）
７
月
に
は
福
島
県
が
港
湾
管

理
者
に
な
り
、
一
九
五
四
年
に
１
号
ふ
頭
三
千
ｔ
岸
壁
に

初
の
県
営
荷
役
機
械
（
揚
力
６
ｔ
）
が
完
成
。
さ
ら
に
同

年
１
号
ふ
頭
の
一
万
ｔ
岸
壁
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、
港

湾
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
中
、
一
九
五
六
年
（
昭
和

31
年
）
５
月
に
関
税
法
に
よ
る
開
港
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
翌
年
に
は
、
大
型
外
国
貿
易
船
が
着
岸
可
能
と
な

る
一
万
ｔ
岸
壁
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

 

開
港
か
ら
数
え
て
今
年
が
70
年

目
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
を
経
て
、

二
〇
一
一
年
（
平
成
23
年
）
五
月
に

は
小
名
浜
港
は
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
（
石
炭
）
に
指
定
さ
れ
、
東
日

本
地
域
の
石
炭
輸
送
拠
点
と
し
て

東
港
地
区
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
の
小
名
浜
港
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
て
、
石
炭
と
命
運

を
共
に
し
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関

係
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

小
名
浜
港
の
た
め
に
行
動
し
て

き
た
先
人
達
の
熱
い
想
い
を
胸
に
、

小
名
浜
港
の
港
勢
拡
大
に
向
け
て

引
き
続
き
、
進
取
の
気
性
を
持
っ
て

邁
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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：白襷隊記念塔 

 （富ヶ浦公園） 
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：現在の小名浜港 
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